
2011-12年度
チェンジメーカー賞

こころの中を見つめよう  博愛を広げるために

 � ポリオ撲滅を支援するために、地域社会で
募金活動を実施する。

 � 地域社会のニーズ調査を行い、その調査結
果を活用して、クラブ会員が積極的に奉仕
活動に参加できるような社会奉仕プロジェ
クトを立ち上げる。地元団体、管理当局、地
方自治体と協議し、援助や参加を求める。

この部門の活動項目の総数：6 
クラブはいくつの活動を完了しましたか。

 （最低数：2）

国際奉仕

 � 環境を維持するための国連ミレニアム開発
目標4に取り組む国際奉仕プロジェクトを実
施、または支援する。

 � ロータリー財団の教育的・人道的奉仕プロ
グラムに参加する。

 � 海外のロータリー・クラブと手を組み、（援
助国側または実施国側の）プロジェクト提
唱者となって国際奉仕プロジェクトを実施
する。5

 � 少なくとも1名のクラブ会員が、プロジェクト・
ボランティアとして海外で奉仕活動をする。 

 � RI長期計画の少なくとも1つの重点分野に
関連する国際奉仕プロジェクト（成果が長
期にわたって持続可能なプロジェクト）を遂
行する。

4 �ミレニアム開発目標に関する情報は、国連のウェブサイト
（www.un.org/millenniumgoals）をご参照ください。
5 �プロジェクトのパートナーを見つける際には、ロータリーの

ProjectLINKデータベースをご利用いただけます。

 � クラブ会員がロータリー友情交換チームを
つくり、海外のロータリアンのグループと相
互に訪問し合う計画を立てる。

 � 少なくとも1名のクラブ会員が、バンコク
（タイ）で開かれる2012年RI国際大会に登録

する。

この部門の活動項目の総数：7 
クラブはいくつの活動を完了しましたか。

 （最低数：3）

新世代奉仕

 � 新しいインターアクト・クラブまたはロー
ターアクト・クラブを提唱する。

 � ロータリー青少年指導者養成プログラム 
（RYLA）の行事に参加する若者を後援する。

 � 少なくとも1名の青少年交換学生、国際親善
奨学生、ロータリー平和フェローを派遣す
るか、または受け入れる。

 � １名以上の元ローターアクターをクラブに入
会させる。

「Million Smiles A Day」キャンペーン5に青少
    年を招いて参加してもらう。6

 � 青少年に環境維持プロジェクトに参加して
もらう。

6 �アイデアについては「Million Smiles A Day」概要資料をご参照
ください。.

この部門の活動項目の総数：6 
クラブはいくつの活動を完了しましたか。

 （最低数：2）

現在、クラブには何名の正会員がいますか。  

本書式に挙げられた34の活動項目のうち、ク
ラブが 完 了した 活 動 総 数 は いくつですか。  

 

チェンジメーカー賞の受賞資格を得た全世界の
すべてのクラブの中から、世界レベルの受賞ク
ラブとして3クラブが選ばれ、2012年RI国際大会
の壇上で表彰されます。今年度にクラブが達成
したことの中で、世界審査に最も値すると思わ
れる功績は何ですか。

ロータリー・クラブ名

ロータリー・クラブ会長の署名 

記入済みの書式を、2012年3月15日までに地区
ガバナーに提出してください。

会長
カルヤン・バネルジー

900B-11JA—(1110)

http://www.un.org/millenniumgoals
http://www.rotary.org/ja/ServiceAndFellowship/ProjectResources/ProjectLINK/Pages/ridefault.aspx


クラブ（前記と同じく各規模のクラブから1クラ
ブずつ）を選び、RI会長が世界レベルの受賞ク
ラブを3クラブ（同じく各規模のクラブから1クラ
ブずつ）を選びます。世界レベルで受賞したクラ
ブは、2012年5月6～9日までタイのバンコクで
開かれるRI国際大会の壇上で表彰されます。 

世界レベルの受賞クラブは、国際大会への旅
行の手配に間に合うよう、2012年4月6日に発
表されます。受賞した3クラブの2011-12年度ク
ラブ会長の国際大会の登録料、旅費、宿泊費、
妥当な食費は、RIが負担します。ただし、配偶
者の出席費用はRIから支払われません。

活動項目 
クラブ奉仕

 � クラブ会員50名に1名の割合で、40歳未満
の新会員を入会させる。

 � 2009-10年度、2010-11年度、2011-12年度に、
会員数を純増させる。

 � 包括的な会員維持策を実施し、2009-10年
度、2010-11年度、2011-12年度に、会員実数
の最低85パーセントを維持する。

 � �3年間のクラブの長期計画を採択し、具体
的な年次目標と長期目標を定める。1

 � 地域社会において、大きな影響をもたらす
公共イメージキャンペーンを立ち上げる。こ
れには、印刷発行物、ラジオ番組、テレビ番
組、看板のいずれかに、人目を引くような公
共奉仕広告を少なくとも1回掲載（放送、掲
示）することが含まれる。 

1 �RIのウェブサイトからダウンロードできる 長期計画立案の手引
き が参考資料として役立ちます。

「チェンジメーカー賞」は、奉仕部門における活
動を通じて、2011-12年度に非常に大きな影響
をもたらしたロータリー・クラブを表彰するも
のです。クラブは、地域社会と世界において多
大な変化をもたらすという目標の下、各奉仕部
門において、取り組みがいのある数々の活動に
取りかかるよう奨励されています。

手続き
各奉仕部門における今年度のクラブの成果を
確認するため、以下の書式に記入します。受賞
資格は、クラブが各部門において最低数の活
動を完了することです。すべての活動は、2011
年7月1日から2012年3月1日までの間に実施し、
完了する必要があります。

各クラブが本書式に記入の上、2012年3月15日
までに地区ガバナーに提出する必要があります

（国際ロータリーへ直接送付しないこと）。 

その後、ガバナーが、2012年3月22日までに、
「会員アクセス」を通じて、受賞資格を得た地区

内のロータリー・クラブ名をオンラインでRIに
報告します。 

世界レベルの受賞クラブ
ガバナーはまた、地区で上位3クラブまで、「チ
ェンジメーカー・クラブ」を選びます。これらの
クラブは、小規模クラブ（会員数25名未満）、中
規模クラブ（会員数25～50名）、大規模クラブ

（会員数51名以上）からそれぞれ1クラブとし、こ
れら3クラブがゾーン審査と世界審査に回され
ます。RI理事が、ゾーンレベルの受賞クラブを3

 � ロータリアンではない家族（配偶者、子、親、
物故会員の配偶者など）が参加する奉仕ま
たは親睦行事を、少なくとも3回実施する。

 � 全会員のための指導者養成プログラムを採
用し2、（指導的役職、クラブ委員、小委員
会委員、プロジェクト活動など）各クラブ会
員に具体的な役割を割り当てる。

 � ブログまたはソーシャル・ネットワーキング
のキャンペーンを企画して、地域社会の若
者のロータリーへの認知度を高め、事業と
専門職あるいは地域社会における次世代
のリーダーにとってロータリーがさらに重
要な存在となるにはどうすればよいか、意
見や提案を求める。

この部門の活動項目の総数：8 
クラブはいくつの活動を完了しましたか。

 （最低数：3）

職業奉仕

 � クラブ会員の50パーセント以上が、職業奉仕
のプロジェクトや活動に積極的に参加する。

 � 全クラブ会員が、各自の職場に「ロータリア
ンの職業宣言」を掲げる。

 � 地域社会で、キャリア相談や職業研修プロ
グラムを実施する。 

 � 地域社会において高い倫理基準を実践し
た人々を表彰するプログラムを実施する。 

2 �指導力育成：プログラムを始めるための手引き（250）が参考資
料として役立ちます。

 � 少なくとも3つの学校における新世代プログ
ラムに対し、「四つのテスト」を推進する。 

 � クラブ会員が地元のほかの専門職の人々と
会い、ロータリーを紹介できるようなネット
ワークづくりを行う行事を、少なくとも1回
開催する。

 � クラブ会員が若い人々を自分の職場に招き、
キャリアの機会について指導する「キャリア
デー」を実施する。

この部門の活動項目の総数：7 
クラブはいくつの活動を完了しましたか。

 （最低数：3）

社会奉仕

 � 環境のための奉仕プロジェクトを実施する。 

 � 7月に、二酸化炭素排出量3を減らすための
クラブ・プログラムを実施する（人間の毎日
の活動による環境への影響。特に、温室効
果ガスの排出量）。年度中のクラブ会員に
よるエネルギー（電気、石油などの化石燃
料・油・ガソリン、そのほかの資源）の節約
記録を付ける。  

 � 少なくとも1件の奉仕プロジェクトについて、
地域社会にある他団体とパートナーを組む。

 � ロータリー地域社会共同隊または地域に住
むロータリアン以外の人々との、合同プロジ
ェクトを提唱する。

3 �二酸化炭素排出量の削減に関する情報や推奨ステップについて
は、国連環境計画のウェブサイト（www.unep.org）をご参照く
ださい。

http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/strategic_planning_guide_ja.pdf
http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/strategic_planning_guide_ja.pdf
http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/250ja.pdf
http://www.unep.org/wed/2008/english/Information_Material/factsheet.asp
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